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　プログラムは 3 日間で実質 12 時間（1 日 4 時間）ほどの集中研修である（表 1 参照）。
大きく分けると以下の 7 つの練習を行う。主な教材は稿末に資料として示す。なお、

























1 日目 13:00 ～ 13:10 実験の趣旨説明と参加に関する意思確認
13:10 ～ 13:40 オープン・クローズドな質問を使い分ける練習
13:40 ～ 15:00 リフレーミングによる新たな価値づけの練習
15:00 ～ 15:45 新たな価値づけを強調することで、古い価値を揺さぶる練習
16:00 ～ 17:00 質問を重ねることで問題の本質を探究する練習
17:00 ～ 17:15 振り返りシート
2 日目 13:00 ～ 13:30 新たな価値づけを強調することで、古い価値を揺さぶる練習
13:30 ～ 15:00 共感的対峙の練習
15:30 ～ 16:00 ワークへの取り組みを相互評価する練習
16:00 ～ 16:30 （質問を重ねることで問題の本質を探究する練習）
16:30 ～ 17:00 振り返りシート
3 日目 13:00 ～ 16:30 LTD ワーク
16:45 ～ 17:15 ワークへの取り組みを相互評価する練習
17:15 ～ 17:30 振り返りシート
17:30 ～ 17:50 学んだスキルを使って対話的に相互評価する練習
－ 121 －






































【質問 5】3 日間のなかで、印象に残ったこと（最低 1 つ）について、その理由ととも
に教えてください。
3-1-1　リフレーミング






答した学生が 22 名おり、合わせると 88.5％の学生が、本プログラムによってリフレー
ミングを意識したやり取りの仕方が身に付いたと回答していた。
　また、3 日目に行ったグループワーク（LTD）1 の中で、練習で身につけたリフレー














































































































　参加者 26 名全員が質問の必要性を理解でき、23 名（88.5%）の学生が多少とも質























































































































































































































































































































　実験から約 3 ヶ月経った 10 月末に、参加者が本プログラムについてどのように感







い」の 3 つに、質問 B も「ポジティブな内容」「ネガティブな内容」「どちらでもない」
の 3 つに分類し、クロス集計した（表 6）。質問 A で「役立っている」と答えた 16 名は、
役立っている場として、友人の相談、授業でグループワーク、ゼミでの話し合い、部
活動、LTD の授業、アルバイトを挙げていた。また、役立っていると答えた学生の
































































感力も質問スキルも合わせて上がったと回答した学生は 18 名いる。この 18 名のう
ち、3 ヶ月後の質問に回答した者は 12 名である。この 12 名のうち「役立っている」
と答えた者は 11 名、全員が質問 B でポジティブな記述をしている。「役立っていない」















































































































　　[ その他 ] いつごろから、いつまでに、だれと、どのように、失うものは何、誰のため、
　作業３）質問が 2 順したら、「問題は共有されているか？」「本質は見えてきたか？」全員で
確認する。




















































































































































A Brief Report: Developing a Training Program for 
Student Peer Assessment Skills
Kazuhiko SEKITA, Minori SHIMADA & Yumi MORIKAWA
Abstract
Peer assessment is regarded as a highly recommended practice for facilitating 
students’ active learning. And thus, Soka University aims to develop students' 
feedback skills for their critical and promotive peer assessments. Such the skills for 
active listening, awareness-oriented questioning, and posing supportive critiques 
are key elements of productive peer assessment.
This paper outlines and examines a training program to foster individual 
student's peer assessment skills, which is one of the outcomes of the Research 
Project for Promoting Cooperation in College Education funded by Ministry of 
Education, Culture, Sports, Science and Technology. The training program was 
designed with the duration of three days (12 hours in total) and the experimental 
research in the program was conducted with 26 students. 
Data analysis was performed using answers of questionnaires which were 
administered to the participated students at two points in time: one is at the end 
of the program to find out the immediate effects and the other is at three months 
after the program as a follow-up survey. The paper identifies effects of the program 
examining these data, as well as delineating the program. 
The results suggest that the program contributes the development of student 
peer assessment skills in both their academic and non-academic settings. Also the 
necessity of further development of the program has been revealed to utilize it 
fully. 
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